
討議年月日：令和 ３年１２月１３日

公表：令和 ４年２月１日 事業所名：ポカラポットふじしま

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切である 7

2 職員の配置数は適切である 6 1

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている 3 3 1

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

7

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

5 2

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している 7

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている 2 5

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している 3 4

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

7

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

7

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る 7

業
務
改
善

工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

環
境
・
体
制
整
備

・それぞれの個々の活動に応じたスペース
のつくり方、整え方を、今後も工夫していき
たい

・曜日によっては目が届かないこと
もあるので、配置人数だけでなく配
置場所にも気を付けていきたい

・ワンフロアで全体を把握しやすい環境で
はあるが、スタッフのポディションや個別対
応など、意識の共有とリーダースタッフの
育成に取り組んでいきたい

・玄関には段差があるが、そこ以外
はフラットなワンフロアになっている
・車イスの利用者がいないため、問
題を感じていないが階段がある

・玄関に1段のステップがあるが、手すりを
設置することで転倒などに備えている

・とりまとめが完了した段階で、HPと
WAMNETにて公表を行う

・受審実績はない
・外部評価を行っていないため

・第三者評価委員の資格を持つスタッフを
中心に、施設間での内部評価を実施してい
きたい。第三者性を高めるための工夫を考
えていきたい

・コロナ禍により、社内の全体MT
（研修）、外部研修の機会が減少し
た。事業所においては、事例検討や
安全管理についてのテーマで研修
を行った
・今年は研修自体も少なかったの
で、今後色々な研修に参加していき
たい
・コロナ禍にあり、機会は少なかっ

・今年度はコロナ前の年間研修・MT計画を
ベースに、感染対策を講じた上で、オンライ
ンを含むコロナ禍での経験を活かした研修
機会の整備に取り組んでいく。スタッフの資
質向上の後押しこそ、組織のテーマとして
推進していきたい

・これまで同様に決まった手順を踏襲しな
がらも、保護者との日常的なやりとりの中
でキャッチしたニーズの計画や支援への反
映にも注力したい

・これまでは希望する保護者または
支援上必要と判断したケースにお
いてVineland-Ⅱを用いてきたが、
今年度より取り扱いの容易なS-M
社会生活能力検査を導入している

・保護者面談の機会などにおいて、希望と
了承を得た上で、今年度は広くS‐M社会生
活能力検査を実施することができ、エビデ
ンスのある支援に一歩前進できた

・月MTによって、1カ月の活動のア
イデア・立案を共有している
・月1回のミーティングでみんなで月
の遊びを考えることが出来ていると
思う

・MTに際しては、各スタッフがそれぞれに
意識高くアイデアを用いる雰囲気が醸成さ
れてきている

・今年度4月より業務の大幅な見直
しを行ってきた。Cheak-Actionが今
後の課題

・定期的に業務内容と担当の見直しを図
り、現段階での最適化がされてきた。今後
も変更を厭わず、自分たちが力を入れたい
部分（支援）にマンパワーを集中させたい

・昨年度のアンケート結果に対し、
局部的な対応に留まり、年間を通じ
た組織的な改善活動にまでつな
がっていない
・スタッフ間で把握はされているが
改善に関しては個々の意識による
と感じる

・来年度早々に本評価についてのMTを開
催予定。いただいた意見を確実に施設の
業務改善、支援向上につなげていきたい

・毎年、自社HPとWAMNETで公表し
ている

適
切
な
支
援
の
提
供

・年度はじめに配布するアセスメント
シート、保護者面談によって、保護
者のニーズの聴取を行っている。計
画のフォーマットには、本人と保護
者のニーズを記載する枠が設けら
れている

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる 7

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している 6 1

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成している

7

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

7

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

7

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている 7

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

7

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている 5 2

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画している

4 2 1

・マニュアルに沿って打合せを行っ
ている。連絡事項の共有、送迎、ア
レルギー、スケジュール、個別支援
（支援計画・支援記録）、ヒヤリハッ
トなど、1時間程度で実施している
・職員間での情報共有が少ない所
もあるので、共有ミスなく支援に生
かしていけるよう気をつけていきた
い

・マニュアルに沿った口頭中心の共有・打
ち合わせから、各自に個別支援計画の抜
粋をまとめたファイルを用意するなどし、省
力化・時短にも取り組んだ

・マニュアルに沿って打合せを行っ
ている。連絡事項の共有、ヒヤリ
ハット活動、全体の流れの振り返
り、個別支援の実施状況、翌日の
予定など、就業前に情報の共有の
機会を設けている
・その日の子どもたちの姿を共有す
ることで次の支援に生かすことがで
きているので、今後も振り返りをし、
情報共有を大切にしたい

・1カ月分の活動スケジュールを作
成しており、曜日や内容が重複せ
ず、子どもたちに様々な活動の機会
が提供できるよう留意している
・様々な経験ができるよう、また興
味の幅が少しでも広がるような遊び
を今後も考えていきたい

・新鮮で変化に富み、楽しみに通所しても
らえるように企画しているが、「またやりた
い」という発展性・連続性も大切にしたいと
考えている。柔軟に最適なスケジュールに
なるように準備をしていきたい

・学校を終えた後の平日利用、余暇
としての期待の大きい休日利用、子
どもたちの生活・学校の状況を踏ま
えた上で、サービス提供時間の多
少に合わせて活動を設定している

・打ち合わせの手順が充実し、それぞれの
支援計画をもとに、課題の共有をサービス
前に時間をくかけて行っている。活動時間
のボリュームに合わせ、個別支援をどう組
み込んでいくか、検討の余地がある

・基本的には「個別」の視点が支援
の中心となっている。集団の中の個
ではなく、個性や特徴、「らしさ」を集
団（社会）にどう調和できるかという
視点に立脚し計画作成している

・同左。作成した計画の有効性をしっかりと
モニタリングで確認していくし組み・手順も
スタッフと話し合っていきたい

・マニュアルに沿って実施しているが、時間
的な負担が大きい。支援の質に直結するこ
とを認識した上で、スタッフの勤務状況との
バランスにも配慮した仕組みを再構築した
い

・今年度、記録業務の改善を行って
きたことで量と質が安定化してき
た。より支援の質の向上に資する記
録を蓄積するために、記録の焦点
化に取り組んでいきたい
・子ども一人一人の支援内容をしっ
かり理解し、支援に役立つ記録を
とっていけるように気をつけていき
たい

・年間計画に記録に関する研修を設ける予
定。支援の質を損なわない業務省力化に
も取り組む反面、記録内容の焦点化に力
を注ぎたい

・モニタリングを行っているが、組織
的かつ計画的な実施体制がまだ構
築できていない。より効率的で実効
的な方法を検討していきたい

・モニタリングの方法については、年間を通
し、様々な方法を試していきたい。感覚で
はなく、どのスタッフでも理解が一致する流
れを目指したい

・自立支援・QOLの充実、創作活
動、地域交流、余暇活動と、支援計
画においても、複数のカテゴリで支
援目標・課題を設定し、活動に反映
をしている
・ガイドラインの総則を読んだことが
なかった

・今後はプログラムを明確にしていく流れが
求められる。パートも含め、まずはガイドラ
インについて改めて研修機会を設定すると
ともに、活動スケジュールの決め方につい
ても改善が求められると考えている
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・相談支援事業所がサービス担当
者会議を開催することが稀である。
過去には児発管が参加したことは
ある

・相談支援事業所にも相談しながら、サー
ビス担当者会議を開催につなげるケース
があった。必要に応じて、デイ側からも働き
かける姿勢を今後も大切にしていきたい

適
切
な
支
援
の
提
供



21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っている

7

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

2 2 3

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

5 1 1

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障害福祉サービス事業所等へ移行
する場合、それまでの支援内容等の情報を
提供する等している

1 2 4

25
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携し、助言や研修
を受けている

2 5

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある 1 2 4

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している 1 4 2

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

7

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の支
援を行っている

4 3

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている 6 1

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ、必要な助言と支援を行って
いる

6 1

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
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・保護者に学校の行事予定の提出
をお願いしている。学校からは月末
配布となるため、月初の送迎編成
には毎月注意をしている。保護者と
LINEでつながっており、送迎時のエ
ラーについても可及的速やかに連
絡をとっている

・学校迎えが予定時間より遅れることが年
間数件あり、子どもに不安な思いや迷惑を
かけることがないよう、0を目指した取り組
みを考えていきたい。学校からに引き渡し
時には、できるだけ先生に引き継ぎ事項が
ないかを確認している

・医療的ケアが必要な子どもの受け
入れ実績がない。社内に看護師が
おり、相談支援事業所・保護者・事
業所で受け入れ可能なラインの検
討を行っている

・必要な機会があれば、事業所としてでき
る限りの対応に努めていく

・保護者の依頼があれば、未就学
児の保育所訪問を行っている。実
績としては少ない。就学前の様子
は、主に母親から面接で聞き取りを
行っている

・市内で就学前の機関・施設との連携体制
の構築はなかなか進まない。事業所単位
で園とつながる、児発達支援とつながる努
力を継続していきたい

・該当児なし。現在高校生の利用者
が卒業の際にはしっかりと取り組み
たい
・対象児童がまだいないため

・該当するケースがある場合は、移行事業
所と会議の場を設け、必要な情報を確実に
引き継いでいけるようにする

・今年度はコロナ禍により、研修の
機会自体も少なく、スタッフの派遣も
見送っている
・コロナで機会がなかったと思われ
る

・今年度は外部研修に出席したり、スー
パーバイズを受けることができなかった
が、オンラインにて、運営について、支援技
術について、ケースワークについての研修
を受けた。受講スタッフの偏りは今後改善
していきたい

・協議会への出席は市内事業所の
輪番制であり、今年度は担当施設
ではない

・協議会出席への要請を受けた際には、積
極的に参加する

・コロナ感染拡大防止の観点より、
上半期は保護者面談を中止してい
たが、下半期より面談を再開し、保
護者との共通理解を進めている。送
迎時のやりとりの機会も大切に考え
ている

・コロナの感染状況を注視しながら、今後も
面談の機会を設定していきたい。自宅への
送迎時の保護者とのコミュニケーションに
ついても、再度スタッフ全員で点検を行い
たい

・交流を目的に機会の設定をするこ
とはないが、地域の公園では自然と
一緒に遊ぶ姿があったり、図書館
やスーパーなどの地域資源の活用
の中で緩やかなつながりを感じてい
る
・今年は、コロナの影響であまりでき
なかったので、今後活動する機会を
設けていけたらいいと思う
・児童館へは行っていないため

・スタッフによる設定された子ども同士の交
流機会を示しているのか、場所・環境の共
有なのか、インクルーシブ的な理念に基づ
く運営全般を示すのか、施設として本項目
をどう実現できるか、保護者アンケートの
意見を参考に、スタッフで協議したい

・プログラムとしてのペアレントト
レーニングは実施していないが、家
庭での子育てに対する助言や相談
は随時行っている。保護者の希望
があれば、CSP（コモンセンスペアレ
ンティング）の提供が可能

・保護者の対応力の向上に資する取り組
みとして、ペアトレの知見を活かした助言
はもとより、保護者勉強会の開催や支援情
報の発信などを考えていきたい

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

・サービス利用開始前の契約時に、
規定、重要事項説明書、利用料及
び加算額の一覧について、説明を
行っている。国による利用料及び加
算額の改定の際には、再周知を
行っている

・引き続き、契約時には、保護者の不安や
不明な点がクリアになるよう、丁寧な説明
を心がけていく。また、サービスに関する変
更が生じた際には、速やかに書面・メール
をもって周知していく

・定期面談とは別に保護者の希望
による面談、電話相談、LINEでの相
談は随時受け付けている

・引き続き身近な存在として相談しやすい
事業所を目指すため、スタッフの対応を研
鑽したり、相談援助スキルの向上に励みた
い



32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

1 6

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

5 1 1

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

4 3

35 個人情報に十分注意している 7

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている 7

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている 3 1 3

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護
者に周知している

6 1

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている 7

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている 5 2

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

4 2 1

・今年度は夏祭りも利用者に限り、
事業所ごとの小規模開催で実施し
た。コロナ情勢を注視しながら、安
心・安全を第一にアフターコロナの
地域交流について、スタッフ間で検
討をしていきたい

・まずは利用者→そして保護者・家族→地
域の方々と、徐々に施設機能の開放と地
域交流を行っていきたい

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

・父母の会、保護会の開催、開催の
サポートは行っていない。ニーズが
あれば前向きに検討していきたい。
コロナ禍で例年行っている保護者
向けイベント（勉強会）は延期してい
る

・機会があれば、父母の会のニーズ調査を
行いたい。保護者向けイベントは、感染状
況を見ながらではあるが、開催できる方法
を検討していく

・苦情に対しては、苦情解決制度に
基づき、窓口と責任者を設置してい
る。苦情として処理を行った件数は
今年度０である。一方で、保護者か
らの要望や指摘などに対しては、ス
タッフチームで共有し、迅速に可能
な限り応えられるようにしている

・苦情か、そうでないか、と判断するのでは
なく、保護者の日常的な情報交換や意見・
指摘を、どう組織として受け止め、対応して
いくか、という基準つくりに着手したい

・会報や機関誌の発行は行ってい
ない。事業所での子どもの姿を保護
者がイメージしやすいよう、毎月活
動中の様子を撮影した画像をLINE
アルバムにして保護者に送信して
いる。長期休みは活動予定を利用
予約前に保護者に配布している

・保護者はどのような内容の情報発信をデ
イに期待しているか、調査を進めていきた
い

・子どもの名前の記載された書類の
取り扱い、事業所携帯電話の管
理、事務所における個人ファイルの
保管など、管理者が責任者となり個
人情報の取り扱いに留意している

・スタッフには就業時に個人情報の取り扱
いについて誓約書を設けている。内部研修
の中で、毎年内容を再周知する機会を設
けていく

・子どもに対しては、特性に応じて、
周囲の環境調整であったり、筆談や
イラストといった情報の視覚化など
を行っている。保護者に対しては、
必要に応じて伝達手段（口頭・
LINE・電話）の配慮を行っている

・どう伝えたかの工夫を今後も継続しなが
ら、どう伝わったかの効果測定の視点にも
留意していきたい

非
常
時
等
の
対
応

・今年度はじめに「緊急時」「防犯」
「感染症対応」の3種をLINEで保護
者に周知している。マニュアルは事
務所に掲示している

・定期的な見直しの機会を設け、保護者に
再周知を行っていく

・法定通りに実施している。事業所
での避難訓練に加え、防災センター
等を活用し防災学習を行っている

・来年度の計画として、防災をテーマにした
活動の充実化を予定している

・虐待防止に関する研修は、毎年全
体MTで行っているが、今年度はコ
ロナの影響もありまだ実施はしてい
ない。年内に計画をしている

・2022.2に代表者が外部研修を行い、3月
に伝達研修を企画している

・基本的には身体拘束の必要性が
生じる状況、またその可能性につい
ては、保護者と入念に確認を行った
上で、身体拘束以外の対応を協議
し、受け入れを行っている。日常的
に、３要件を合理的に満たし対応が
必要となるような子どもの利用が現
在はないため、計画への記載もな
い

・現在、本項に該当する子どもの受け入れ
がないが、虐待防止委員会の中で想定し
た基準作りに取り組んでいきたい



42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている 6 1

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している 7

・従前の方法通り、システム・手順書を整備
し、口頭で確認を行うことを徹底していく。
半期の面談毎に、医師の指示書に変更点
がないか、保護者に確認を求めていく

・サービス前には直近で発生してい
る事例の確認、サービス後にはそ
の日の事例の共有を行っている。
事例の収集に留まらず、チャートや
グラフを用い、多角的な分析にも努
めている

・実効性の高い活動にするため、取り組み
を日々工夫し、変化させ検証しながら、最
適な方法を探り続けていきたい

非
常
時
等
の
対
応

・アレルギーのある子どもについて
は、利用当日HUGシステムのメイン
画面に表示されるとともに、サービ
ス前のMTで該当児とアレルゲン食
品の共有を行っている。指示書は
緊急対応に備え、事務所の壁に持
ち出し可能な形で設置している


